






研究目的 

妊婦ならびに胎児におけるサイトメガロウイルス(CMV)感染の発生状況を知る目的で多数

の妊婦と新生児を対象にウイルス血清学的研究を引き続き行った。本年度は更に先天性サ

イトメガロウイルス感染症のレトロスペクト診断法および乳児期初感染と肝疾患との因果

関係についても検討を行った。 

研究対象ならびに方法 

(1)対象:札幌逓信病院を受診せる妊婦,同病院および札幌医大病院産科での全出生児を対

象とし,これらから得た血清,尿について検索した。一部の妊婦についてはその夫も検索対

象とした。症候性先天感染児の材料は本邦各地の病院小児科から提供を受けた。 

(2)方法:CMV 感染(症)の診断は尿からの CMV 分離と各種 CMV 関連抗原に対する抗体価の測

定にもとづいて行った。CMV 特異的細胞性免疫能の測定には全血培養法によるリンパ球幼

若化反応(LTF)を用いた。 


